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ςʔϚɿ魯迅と肩並べ　中国現代文豪郁達夫と名古屋
ใࠂऀɿ高　文軍（ࡩՖֶԂେֶڭत）
　中国ۙ代文ֶʹ͍ͭͯ͸ɼ ೥  ݄ɼ魯迅ͷന࿩文খઆʮڰਓ೔هʯͷൃදΛ
Ҏͯͦͷນ։͚と͢Δͷ͕ҰൠతͰ͋Δ͕ɼ魯迅ʹ͍࣍Ͱ΋͏Ұͭͷه࿥Λ࡞ͬͨͷ
͕郁達夫Ͱ͋Δɻ ೥  ݄ɼ郁達夫ͷখઆूʰ௜ᕊʱ͕ग़൛͞Εɼ͜Ε͸中国
ʮ৽文ֶʯ্࢙ॳΊͯͷ୹ฤখઆूͰ͋ͬͨɻͦͷ中ͷʮ௜ᕊʯ͸ɼ࡞ऀ͕名古屋ͷ
ീ高ʹࡏֶͨ࣌͠ͷ͜とΛ୊ࡐʹ͠ɼҟڷʹֶͿݽಠͳ高ߍੜͷੑతͳ཈ѹと฼国ͷ
ຽ଒తͳ۶ৱײΛॏͶɼᓔੵͨ͠ײ৘Λେ୾ʹࠂനͨࣗ͠఻తখઆͰ͋Δɻ౰࣌ଟ͘
ͷ中国ਓ͸ͦͷ಺༰ʹେ͖ͳিܸΛड͚ɼେ൓ڹ͕෸্͖͕ͬͨɻ
　ຊߨԋ͸ɼ ೥લɼ名古屋چ੍ୈീ高౳ֶߍཹֶ中（ ೥  ݄ʙ  ೥  ݄）
ͷ郁達夫ͷ଍੻Λ௥͍ͳ͕Βɼ෼͔Γ΍͍͢Α͏ʹ࡞Ոͷ名લʮ郁ʯと͍͏文ࣈΛ
Ωʔϫʔυとͯ͠ɼ൴ͷ文ֶͷຊ࣭ʹഭͬͨ΋ͷͰ͋Δɻ中国ޠͷʮ郁ʯ͸ɼʮᓔʯ
ͷ؆ମࣈͰ΋͋Δɻʮ൴ͷ༕ӗ঱（)ZQPDIPOESJB）͸·͕༷ͨͪͬͨ૬Λఄ͖ͯ͠
ͨɻʯ（ʮ௜ᕊʯ）ɻখઆʮ௜ᕊʯ͔Βɼओਓެ͕ʮᓔʯʹͳΔݪҼΛ෼ੳͯ͠ΈΔとɼ
ز͔ͭͷཁૉ͕ߟ͑ΒΕΔɻᶃԼ॓ઌͳͲ؀ڥͷӨڹɻඦ೥༨Γલͷਓؾͷͳ͍ాࣷ
ੜ׆͸ɼ౦ژ͔Β΍͖ͬͯͨए͍ཹֶੜʹ͸଱͑೉͍΋ͷͰ͋ͬͨɻᶄֶߍɻΫϥε
ϝΠτʹೃછΉ͜とͳ͘ɼօΛఢʹճ͠ɼ͍ͭ΋ݽಠײʹแ·Ε͍ͯͨɻᶅҟੑ΁ͷ
ׇ͖とड͚ܹͨࢗɻ཈͑ΒΕͨԼ॓屋ͷ່΁ͷ࿀৺ɼകྛͰͷஉঁͷੑߦҝͷ໨ܸɼ
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命を断つ直前の飲み屋での侍女との肉体関係等々，これらは小説の主人公「彼」の
「憂欝症」の原因だと言えよう。
　しかし，小説と作者本人をイコールと考えるのはまた偏った読みを招く可能性があ
る。講演者は手に入れた写真や資料を PPT で示し，次の 3 点についてより事実関係
を明らかにしようとした。①留学当時，名古屋市周辺，特に郊外の村で五つ以上の下
宿地に身を置いたという事実は，「やはりどこか独居に執するところが強かったと言
うほかはなく，このころの詩に景勝地や温泉地での作がかなり見られるのも，一種の
遁世の現れと見てよいのではないだろうか。」（稲葉昭二『郁達夫　その青春と詩』）
②学校での交友関係。これまでの研究によると，在学中に親友がおり，いつも気難し
く孤独な小説の主人公とは大きく違う一面があったという。③女性関係について，雑
貨屋の娘「隆児」と，婚約者孫荃と，自叙伝「雪夜」に記している買春などについ
て，作者本人が書いた日記や漢詩，エッセイを使い，小説とのギャップがあると示し
て，真相解明に努めようとした。
　作家郁達夫として，よく知られている早期の作品は「沈淪」だが，「沈淪」に先立
ち八高留学時代に書かれた漢詩は世間にあまり注目されていなかった。実際には，当
時の『八高校友会雑誌』および地方新聞紙『新愛知』に発表された諸作は，彼の人生
最初の文学活動ピーク時を迎えたと言えるであろう。孔子の「郁郁乎文哉」と謂うの
は（彼の本名「郁文」の出典），その漢詩作品を評価するには恰好の言葉ではないか
と思われる。
　その漢詩作品の内容は主に次のように分けられる。
1、日本文化への理解（「中秋夜中村公園賞月兼弔豊臣氏」等）。
2、日本の自然山水に親しまれ，それを謳歌するもの（「犬山堤小歩見桜花未開口占
二絶」，「由柳橋發車巡遊一宮犬山道上作」等）。
3、日本漢詩人服部擔風との交流，漢詩唱和（「訪擔風先生道上偶成」，「重訪藍亭有
贈」，「辞祭花庵蒙藍亭遠送至旗亭上車後作此謝之」等）。この点において，魯
迅と藤野先生との関係に勝る所があると思われる。
4、心境，戸惑いを吐露したもの（「暁発東京」，「窮郊独立日暮蒼然顧影自傷漫然得
句」等）。
　要するに，名古屋留学時代の郁達夫は，漢詩創作を盛んに行った。『校友会雑誌』
（八高）に発表したものは，17 題 24 首。『新愛知』新聞で掲載されたものは，28 題
54 首。『郁達夫全集』第七巻「詩詞」によれば，この時期の詩作は全部で 155 題，
240 首（未発表のものを含め），一生涯漢詩作品数の約五分の二を占めている。
　作品の数が多いだけではない。当時『新愛知』の漢詩欄の選評を勤めていた服部擔
風氏は，屡々郁達夫の詩を高く評価している。例えば大正五年六月，彼の代表的な漢
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詩作品「日本謡」は『新愛知』に掲載された際，服部擔風がこう評語を書いた。「郁
達夫君は日本に留学してまだ一，二年にしかならない。しかし日本の文物事情にはほ
とんど精通している。優れた才能と見識がなければこれらの作品を創ることは不可能
である。日本謡の諸作品は一風変わった発想と巧みなたとえで，見事に表現し湧き出
るように作られている。背の低い人が演芸場において前が見えないといった恨みはな
く，かえって長い爪で痒いところに手が届く気持ちの良さがある。読む度に感嘆し，
舌を巻くほどである。」（引用者訳。原文は漢文）百年経った今においても，われわれ
はこのような評価を読むと，会心の笑みを浮かべるであろう。
　名古屋の第八高等学校を卒業し，東京帝国大学に進学する郁達夫は，立身出世は未
だほど遠いものの，このずば抜けた才能の持ち主こそ，後に中国新文壇の「達人」に
なったことはさほど不思議ではないだろう。
（文責：高　文軍，蔡　毅）
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